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輝く瞳　燃える情熱　～若人の夢　この北の大地に～

22 日 (金) ： 10 ～
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古川　光広（江別第二中）

【リーグ戦績】
№ 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ № 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 15 1 6 0 4 4 0 0 4 1

5 6 0 1 4 5 10 0 3 4 2 17 - 22 0 0

6 11 0 5 1 6 0 0 0 0 2 15 - 16 0 勝

7 9 0 4 1 7 49 9 - 8 58 0 1 位

8 0 0 0 0 8 9 0 3 3 4 8 - 12 1 敗

9 0 0 0 0 9 5 1 1 0 1

10 0 0 0 0 10 4 0 2 0 3 6 - 16 0 0

11 3 1 0 0 11 3 0 1 1 3 13 - 12 0 勝

12 0 0 0 0 12 2 0 1 0 0 41 2 - 20 49 0 1 位

13 1 0 0 1 13 20 - 1 1 敗

14 0 0 0 0 14

15 0 0 0 0 15 2 0 1 0 3 22 - 17 16 - 6 1 1

16 4 0 2 0 16 2 0 1 0 0 16 - 15 12 - 13 2 勝

17 0 0 0 0 17 58 8 - 9 49 49 20 - 2 41 0 0 位

18 0 0 0 0 18 12 - 8 1 - 20 0 敗

49 2 18 7 41 1 13 12 19

女子Ｋ－２

会　場

【試合結果】

日　時 　　平成１５年８月 12
　北海道立総合体育センター（きたえーる） Ｃ

　【戦評】
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恩地　孝明　(広島) 副　審

結　果
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猪子石 49 20
愛知

吉田　千沙 3 田村　めぐみ

和田　静香 5 磯田　綾子

折尾

1

菅沼　夏菜 2 林下　亜衣

籠橋　あかり 0 佐藤　詩織

上村　美由希 小野　奈津美

浦　友紀菜 1 瀬川　真由 (福岡)

内藤　しずか 1 長滝　愛可

細江　真子 0 立花　咲

荒川　真寿美 2 三谷　あゆみ

木原　穂奈美 1 中西　温美

3後藤　彩 宮部　悠

河合　紗希 0 笠原　摩巳

片野　怡帆 0 相澤　妹佳

20 合計

新井　由衣
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合計

猪子石(愛知) 児玉(埼玉)

【個人トータル表】

主　審

後藤　美紀 倉林　理恵

中野　真希

折尾

藤　秀典　(北海道)

児玉

埼玉

　緒戦で、九州ブロック代表の強豪折尾中学校を下した東海ブロック代表の猪子石中学校と、昨年の優勝
校、連覇を狙う関東ブロック代表の児玉中学校という、予選リーグ屈指の好カードとなった第３試合。
　１クォーター、猪子石中ハーフ、児玉中オールコートのマンツーマンでスタート。開始早々、猪子石中＃
７内藤のバスケットカウントに対して、児玉中＃５磯田がすかさずファールを誘うなど、一進一退の攻防が
続いたが、＃６菅沼のドライブ、＃４吉田のジャンプシュートなどで勢いに乗った猪子石中が１６－６と１
０点リードして終了した。
　２クォーター、１年生センター＃１５相澤を投入し、リバウンドの強化を図る児玉中。激しいディフェン
スで流れをつかみ、＃９小野の３Ｐシュートや相手のファールで得たフリースローを確実に決め、３分すぎ
には２点差まで詰め寄った。しかし、終盤再びリバウンドを支配した猪子石中は、＃１１荒川の３Ｐシュー
トや＃７内藤のターンシュートなどで流れを呼びもどし、結局２８－１９と猪子石中９点リードで折り返し
た。
　３クォーター、互いにミスを重ねるものの、５分すぎから猪子石中の速攻が立て続けに決まり点差をひろ
げる。児玉中もタイムアウトを取って流れを変えようとするものの、完全にペースを握った猪子石中が４８
－２１と２７点の大量リードを奪い終了。
　４クォーター、必死な追い上げをみせた児玉中であったが、猪子石中がリードを守りきり４９－４１で勝
利を収め、一足先に決勝トーナメント進出を決めた。
　最後まで執拗にボールを追いつづける児玉中のディフェンス。相手のプレッシャーに動ぜず冷静にゲーム
を展開する猪子石中と、期待を裏切らない好ゲームであった。
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